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日頃から当協会の運営並びに業務の推進につきまして、特段のご理解とご協力を賜り心から感謝申し上

げます。 

去る、令和３年６月２９日に開催しました第７８回定時総会、並びに第４５回理事会において、新たな

役員体制が決まりました。本県畜産業の健全な発展のため、新体制のもと決意を新たにし、全力で取り組

む所存でございますので、宜しくお願い申し上げます。 

群馬県の畜産は、令和元年の農業産出額で１，０５８億円と、県農業産出額の４４．８％を占めていま

す。個別農産物順位でも豚が４３０億円で 1 位、生乳が２１１億円で２位、肉牛が１６１億円で４位な

ど、本県の畜産は群馬県農業の牽引役となり、地域の産業としても重要な役割を果たしています。 

さて、依然として甚大な影響を及ぼしている新型コロナウイルス感染症については、昨年度は当協会の

業務もコロナ禍の影響を受け、予定していた家畜共進会や、各種研修会などの中止が相次ぎました。また、

牛肉の消費減退により肉牛価格が一時暴落しましたので、当協会では、緊急的な支援事業に積極的に取り

組み、肉牛農家の経営安定を支援してきました。 

さらに衛生面では、豚熱（ＣＳＦ）や高病原性鳥インフルエンザなど家畜伝染病の課題に直面しており

ます。特に豚熱については、県内２農場で昨年９月と今年４月に発生し、国内ではこれまで６９例の報告

があり、未だ終息のめどが立たない状況にあります。 

また、家畜飼料の原料となるトウモロコシや大豆等の価格が、昨年１０月以降高騰し、畜産経営を取り

巻く状況は厳しさが増してきています。 

このような状況ではありますが、当協会としては畜産経営の安定、及び安全・安心な畜産物の生産への

支援に全力で取り組んで参る所存でありますので、生産者をはじめ、関係機関・団体の皆様には、今後と

も特段のご支援・ご協力をお願い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。 
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去る、令和３年６月２９日に開催されました第７８回定時総会におきまして、次の４名の方が本会の役員

に選任されました。 

新たな理事は次のとおりです。 

 

＜新理事＞ 

砂長 伸司（副会長）  群馬県農政部畜産課長 

山口 靖則（理事）   株式会社群馬県食肉卸売市場代表取締役社長 

正田 吉一（理事）   群馬県市長会事務局長 

横室 達弥（理事）   群馬県養豚協会常務理事 

 

また、同日に開催されました第４５回理事会におきまして、副会長、専務理事の選定が行われました。 

新たな役員体制は次のとおりです。 

会長   唐澤 透（県農協中央会・各連合会会長） 

副会長  林 康夫（県農業協同組合中央会副会長） 

副会長◎ 砂長 伸司（県農政部畜産課長） 

専務理事◎富田 孝（学識経験者） 

理事   大澤 孝志（全農県本部運営委員会副会長） 

理事   品川 文隆（県牛乳販連副会長） 

理事◎  山口 靖則（県食肉卸売市場代表取締役社長） 

理事   石田 信郎（県農業共済組合専務理事） 

理事   矢内 功（県獣医師会） 

理事   萩原 一夫（JA 赤城橘組合長） 

理事 今井 勉（JA 北群渋川組合長） 

理事◎正田 吉一（県市長会事務局長） 

理事 堤 盛吉（昭和村長） 

理事◎横室 達弥（県養豚協会常務理事） 

理事 都丸 高志（県養鶏協会会長） 

理事 南 雄司（県ＪＡ繁殖和牛部連絡協議会会長） 

 

監事 大塚 隆夫（共済連県本部運営委員会副委員長） 

監事 大久保 克美（東毛酪農協代表理事組合長） 

監事 阿部 勝美（家畜商商業組合理事長） 

◎印は新任 

※会長１名 副会長２名 専務理事（業務執行理事）１名 理事１２名 監事３名 計１９名 

 

新任役員のご紹介 本会の役員が改選され新体制となりました 

専務理事就任のご挨拶 

 

本年６月２9 日に開催されました第４５回理事会におきまして、 

専務理事に選任されました富田でございます。よろしくお願い申し上げます。 

  

２０２０年以降、新型コロナウイルス感染症が全国に拡大し、これまで経験 

のない緊急事態宣言が発出されるなど、経済活動や社会生活に大きな影響を及 

ぼし、畜産においても肉牛価格の大幅な下落をはじめ様々な分野で厳しい状況 

が続きました。 

 畜産を巡る状況につきましては、甚大な被害をもたらした豚熱（ＣＳＦ）や 

高病原性鳥インフルエンザ等の感染防止対策が喫緊の課題となっています。特 

に豚熱については、本県２農場で昨年９月と本年４月に発生し、国内では７月に６９例目が確認されるな

ど、予断を許さない状況にあります。これらの家畜伝染病を防ぐためには、家畜防疫の基本となる飼養衛

生管理の徹底が極めて重要でありますので、生産者はもとより関係者の皆様におかれましても農場内への

ウイルス侵入防止対策に万全を期していただくようお願い申し上げます。また、経営面の課題としては、

昨年１０月以降、飼料原料となるトウモロコシや大豆価格が４期連続で高騰しており、畜産農家を取り巻

く状況は厳しさを増しています。 

 このような状況の中、本会としては安定的な畜産経営を継続するための経営支援をはじめ、家畜・畜産

物の価格安定対策、家畜や農場の衛生対策、安全・安心な畜産物を提供する生産衛生の推進、畜産経営の

人材確保など幅広い事業展開により、協会としての役割が十分に発揮できるよう関係各位と連携のもとに

全力で業務に取り組んで参る所存でございます。 

 今後とも関係各位のご理解・ご支援を賜りますようお願い申し上げまして、新任の挨拶といたします。 
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本会をご利用いただく方の利便性を高め、より専門性の高いサービスをご提供できるよう、本会の事務局

体制を大幅に変更いたしました。 

例えば、マルキン等の価格安定事業は企画管理部、家畜防疫互助基金は家畜衛生部で事業を実施していま

したが、肉用牛、酪農・中小家畜といった畜種ごとにサービスを提供できる体制とし、今後は、新たに設置

した事業統括職のもと、肉用牛にかかること全般を「事業統括（肉用牛）」、酪農・中小家畜にかかること全

般を「事業統括（酪農・中小家畜）」が中心となり事業を進めて参ります。 

このほか、事業ごとに担当者がおりますので、お気軽にお尋ねください。 

【変更前】             【変更後】 

  
 

事務局長 

加藤康義 

総括 

不在 

事業統括（管理）     中村俊治 本会の運営管理にかかること全般 

事業統括（肉用牛）    岡部美穂 肉用牛にかかること全般 

事業統括（酪農・中小家畜）角橋則孝 酪農・中小家畜にかかること全般 

 

 また、昨今の畜産情勢を鑑み、畜産経営者の経営支援、飼養衛生管理基準の遵守、認証制度の取得支援な

どを本会全体の基幹業務と位置づけ、畜産コンサルタント職はもとより、農場ＨＡＣＣＰ、畜産ＧＡＰにつ

いて、全職員が指導員資格以上の取得を目指し、畜産生産者の皆さまに対する支援体制の強化を図ります。 

 

家畜衛生部

企画管理部

事務局⾧

（管理）
（振興）

（衛生）

企画管理部⾧

家畜衛生部⾧

管理課⾧

振興課⾧

衛生課⾧
事務局⾧

事業統括（管理）

事業統括（肉用牛）

事業統括（酪農・中小家畜）

担当職員総括

本会の事務局の体制が変わりました 

令和２年度の事業実績及び財務が承認されました 

去る、令和３年６月２９日に開催されました第７８回定時総会におきまして、令和 2 年度の事業報告、

並びに定款に定める貸借対照表、正味財産増減計算書の承認が附議され、承認されました。 

 

１ 令和２年度実施事業の概要 

（１）概要 

令和２年度においては、公益目的事業８０事業、収益等事業１４事業の合計９４事業を実施しましたが、

新型コロナウイルス感染症の流行により、家畜共進会や各種イベント、研修会等の中止が相次ぎ、多くの事

業で中止、縮小を余儀なくされました。 

公益目的事業のうち、畜産経営の安定を図る事業（７事業）においては、コロナ禍の畜産物消費の影響か

ら、肉用牛では黒毛和種を中心に、肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）による交付金の交付が多

額となりました。 

また、今年度は、肉用子牛の販売価格下落時の飼養頭数の維持を図る奨励金交付についても取組みまし

た。 

畜産経営の向上を図る事業（２８事業）においては、経営実績に基づく改善情報の提供、各種調査や畜産

特別資金の指導事業を継続的に行ったほか、本会が機械導入事業の県窓口として、クラスター計画に基づ

く導入申請等へのサポートやアドバイス、優良な経営管理技術を有する経営体の経営成果等の調査を行い

ました。 

また、畜産経営における人材確保と労働力の負担軽減を図るため、畜産 ICT 機器の導入や労働省力化を

図る事業の実施、酪農ヘルパー組織の維持や要員確保、第三者経営継承に対する支援、傷病発生時等の酪農

ヘルパー利用の相互扶助を図る互助会運営、酪農ヘルパー利用組合相互の情報共有を図る連絡協議会の立

ち上げ等を行いました。 

このほか、産業動物獣医師として県内に勤務を希望する獣医学生に対し修学資金を貸与したほか、畜産

女性経営者を対象とした経営改善や経営管理能力の向上を図る研修会を開催しました。 

家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成に関する事業（２４事業）では、生産農場における飼養衛生管理
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の向上や家畜の伝染性疾病の清浄化、疾病の発生予防に向けた自主淘汰支援やワクチン接種費用の負担軽

減、家畜伝染病予防法に基づき殺処分された家畜の代替畜の導入費用の互助制度の普及啓発と事務手続き、

防疫演習、牛白血病・マイコプラズマ乳房炎等の対策、自衛防疫団体等が実施する予防注射に必要な衛生資

材等についての支払事務等を実施しました。 

また、豚熱（CSF）への対策として、野生イノシシ経口ワクチンの散布により、広域ワクチンベルトの整

備を図る対策協議会の運営、養豚の生産性を阻害する豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）の発生低減・排除

を図るための指導獣医師と連携した検査と指導、種鶏場等の衛生管理向上を図るサルモネラ検査等を実施し

たほか、馬の飼養衛生管理向上のための研修会等の開催、馬インフルエンザワクチン・馬鼻肺炎ワクチン接

種の推進、農場 HACCP、畜産 GAP を推進する事業などを実施しました。 

このほか、畜産、地方競馬振興への消費者の理解を促進するために、牧場体験や畜産普及啓発等、イベン

トにおける広報活動などについて実施を計画しましたが、新型コロナウイルス感染症の流行により、一部の

事業にあっては、やむなく開催を中止しました。 

家畜の能力向上を促進する事業（２１事業）では、家畜の改良成果を展示し優れた形質をもつ家畜を讃え

る共進会の開催を計画しましたが、新型コロナウイルス感染症の流行により、一部の畜種で共進会の開催を

やむなく中止しました。さらに、令和２年１０月開催予定であった第１５回全日本ホルスタイン共進会は、

新型コロナウイルス感染症の影響から主催者の判断により中止となりました。 

また、和牛については、遺伝子検査によるゲノミック評価を活用し、早期の繁殖雌牛候補牛の能力把握を

促進したほか、県内の高等登録牛の増頭促進、中核的担い手の優良繁殖雌牛の増頭奨励金の交付、畜産クラ

スター計画に基づく和牛の増頭奨励金の交付、育種価評価を解析し産肉能力向上を図る事業などを実施しま

した。 

このほか、乳牛、肉豚、緬山羊、養蜂の各畜種における生産振興に係る各種事業を実施しました。 

本会の公益事業の実施を支える収益等事業（１４事業）では、和牛、乳牛、豚、山羊の各家畜の血統登録を

積極的に推進したほか、県内生産者団体等からの事務を受託して、地域の畜産振興に努めました。 

 

今後も新型コロナウイルス感染症の流行を注視しつつ、既存事業を継続して行うとともに、畜産を取り巻

く中長期的な課題や実態を十分に踏まえて、飼養衛生管理、家畜衛生等を強化する事業に積極的に取り組む

ほか、国際化に対する畜産経営の確立と畜産経営の安定向上、及び安全で良質な畜産物の生産に貢献し、国

民生活に不可欠な食料生産の安定的な供給に寄与して参ります。 

◎実施事業内訳                         （ ）は補正時の事業数 

 
◎補助元等区分別実施事業内訳                  （ ）は補正時の事業数 
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２ 令和２年度の財務の概要 

令和２年度においては、補助事業２４事業、助成事業７事業、特別事業６事業、受託事業１８事業、家畜

登録事業６事業、団体・生産者事務受託事業８事業、自主事業２５事業の合計９４事業を実施し、経常収益

２，９２３，７１０千円、経常費用２，９１３，５３８千円、経常外収支を含めた他会計振替前当期一般正

味財産増減額は１０，１７２千円の増となりました。 

これを前年度と比較しますと、経常収益は２，４９５，２８8 千円の増加、経常費用は２，４９８，２０

１千円の増加でした。経常収益の減少は国や県、農畜産業振興機構からの受取補助金の増加、経常費用は事

業費、及び管理費や肉用牛肥育経営安定交付金の増加が主な要因です。 

指定正味財産については、肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）の交付金交付のために生産者負

担金を取り崩したほか、新型コロナウイルス感染症対策による納付猶予が行われたことにより大幅に減少し

ました。 

公益法人は収益事業から得られる財産の増加を公益目的事業の実施に充て、さらに公益目的事業を拡大し

ていくことを求められており、公益目的事業会計の一般正味財産額が減少した場合には、収益事業等会計か

らその収益の一部の振替を行って、埋め合わせをすることになります。 

令和２年度においても、定められた方法に従って振替を行い、公益目的事業の安定的な実施を図ることがで

きました。 

（１）公益目的事業会計 

 公益目的事業の主な財源は、会費の２分の１相当額、補助事業等の事業費、及びそれに伴う事務手数料等

です。令和２年度においては、経常収益２，８２３，２８０千円、経常費用２，８４１，６６０千円で、当

期経常増減額は１８，３７９千円の減少となりました。 

このため、収益事業等会計の他会計振替前当期一般正味財産増加額から定められた方法により算定された

１３，０３９千円を振替、結果として本会計の一般正味財産期末残高は、期首残高に比べ５，３４１千円の

減少となりました。 

前年度実績から比較しますと、公益目的事業のうち、経営安定支援事業では、価格安定事業関連の参加頭

数の減少により手数料収益が減少したことに伴い、収益は前年度に比べ減少しました。 

経営向上支援事業では、地方競馬全国協会の補助事業の収益が増加したことに伴い、収益は前年度に比べ

若干増加しました。安全及び理解醸成事業では、前年度に比較して、いくつかの事業で事業内容の組替が行

われ事業収益が費用と同様に減少しましたが、手数料収入の減少に伴い、収益は前年度に比べ減少しました。 

能力向上促進事業では、前年度と同様の収益が得られています。 

（２）収益事業等会計 

 本会の収益事業等会計の財源は、登録事業収益、及び事務受託により得られる収入が計上されます。令和

２年度においては、経常収益９２，７１９千円、経常費用６６，７５８千円で、他会計振替前当期一般正味

財産増減額は２５，９６１千円の増加となりました。このうち、定められた方法により算定された１３，２

６７千円について、２２８千円を畜産振興事業会計に、１３，０３９千円を公益目的事業会計に振替ました。 

① 畜産収益事業 

 畜産収益事業のうち、家畜登録事業では遺伝子型検査の件数増加により収益が増加した一方、ホルスタイ

ン、及び和牛の登録頭数の減少により、事業収益は前年度に比べ減少しました。 

② 畜産振興事業 

 畜産振興事業会計のうち、畜産団体からの事務受託事業については、各団体から昨年度同様の事務受託料

を財源とし、畜産振興を図る事業です。 

 令和２年度においては、経常収益３，８８０千円、経常費用が４，１０８千円で、他会計振替前当期一般

正味財産増減額は２２８千円の減少となりました。このうち２２８千円を畜産収益事業会計から振替まし

た。  

（３）法人会計 

 この会計は会費の２分の１相当額を財源とし、本会の会務に使用する会計です。令和２年度においては、

経常収益７，７１０千円、経常費用５，１１９千円で、継続して管理費等の節減に努めた結果、他会計振替

前当期一般正味財産増減額は２，５９０千円増加しました。 
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群馬県農政部畜産課長着任ご挨拶 

 

４月の定期人事異動により、畜産課長を拝命いたしました砂長でございます。 

本県の畜産振興に尽力して参りますので、よろしくお願いします。 

 会員及び関係者の皆様には、日頃から本県畜産関連施策の推進にご協力を 

賜り厚くお礼申し上げます。 

 また、本年４月に前橋市内の養豚場で発生したＣＳＦですが、 

畜産関係団体の皆様や県関係団体、自衛隊のご協力のもと防疫措置を無事終了 

できましたことを心より感謝申し上げます。 

 

【基本方針】 

 本県の畜産は、令和元年産出額が１,０５８億円と県農業産出額の約４５％を占める基幹部門となってい

ます。また、乳用牛・豚はもとより、肉用牛や採卵鶏、肉用鶏においても産出額は全国上位に位置し、全国

有数の畜産県として安全で良質な畜産物を消費者へ安定的に供給する役割を担っています。 

 一方、近年の畜産を取り巻く状況は、飼料をはじめとする生産資材価格の高止まりや、子牛価格の変動

による肉用牛肥育経営や乳用後継牛の確保への影響が懸念されています。また、ＴＰＰ１１、日ＥＵ・Ｅ

ＰＡや日米貿易協定等によるグローバル経済の進展、担い手の高齢化、後継者不足や畜産農家戸数の減少

等による生産基盤の弱体化等が課題となっています。 

 家畜衛生では、県内養豚場でのＣＳＦの発生や野生イノシシのＣＳＦ感染確認を踏まえ、飼養豚への感

染防止を図るため最大限の各種対策を継続実施するとともに、防疫措置マニュアル等を随時見直します。    

また、高病原性鳥インフルエンザや近隣諸国で発生しているＡＳＦ等、家畜伝染病侵入リスクが年々増

大していることから、家畜伝染病の発生予防とまん延防止を確実に取り組む必要があります。 

 さらに、新型コロナウイルス感染症対策に伴い、ニューノーマルといわれる新常態での畜産経営のあり

方や、事業継続計画による従業員の働き方、経営資金など、さまざまな要素に関して中長期的な経営継続

の検討が重要となります。 

 これらの課題に対応するため、令和７年度目標である｢群馬県農業農村振興計画２０２１－２０２５｣や

｢群馬県酪農・肉用牛生産近代化計画｣等で推進方向を明確に示しました。限られた財源の中で最大限の効

果が発揮できるよう次の重点施策を展開し、畜産農家の収益力や競争力を強化させることで、計画目標を

達成し国際競争に打ち勝つ強靱な畜産経営の確立を目指します。 

 

【重点施策】 

（１）家畜の伝染性疾病の発生予防とまん延防止の徹底 

家畜伝染病の検査や浸潤状況調査を実施するとともに、飼養衛生管理基準の遵守指導、特定家畜伝染病

の危機管理体制の強化を図ることで、家畜伝染病の発生予防とまん延防止に努めます。また、県内獣医療

の充実に向けて支援することで、安全安心な畜産物の生産に寄与します。 

（２）生産基盤の強化と畜産物の安定供給 

畜産クラスター事業やＩＣＴ機器導入事業の活用などにより、生産基盤の強化や収益性の向上を推進し、

県産畜産物の安定供給を確保します。また、県営浅間牧場の整備を進めるとともに、県産飼料の増産と利

用の拡大を促進し、飼料自給率の向上により、経営の安定化を図ります。 

（３）地域と調和した畜産経営の確立 

畜産に係る悪臭問題や排水基準の改正に対応するため、脱臭装置や臭気対策耐久資材、排水の簡易高度

処理装置等の導入に対して支援を行います。これにより周辺地域の生活環境の改善を推進し、地域と調和

した畜産経営の確立を図ります。 

（４）生産農場段階における畜産物の安全性の確保と遺伝資源保護 

動物用医薬品等販売業者に対して立入検査を実施し、動物用医薬品の適正な取扱いについて調査・監督

指導を行い、家畜生産者への適切な動物用医薬品の販売を促します。また、和牛遺伝資源を保護するため

家畜改良増殖法が一部改正されたことに伴い、家畜人工授精及び受精卵移植業務の適正実施を周知してい

きます。 
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就任挨拶と畜産試験場の研究概要 

群馬県畜産共進会の開催について 

 

令和 3 年 4 月 1 日の人事異動により畜産試験場長に就任いたしました梅村と申します。 

皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。 

 

本県では、「群馬県農業農村振興計画」を策定し、「未来へ紡ぐ！豊かで成長し 

続ける農業・農村の確立」を掲げています。試験研究機関においては、「ぐんま農業 

研究基本計画」の 5 つの重点目標に沿って効率的に試験研究を実施しています。   

①特色アップでは、ブランド化を支援する家畜改良推進を図るため、乳牛、肉牛、 

豚及び上州地鶏の改良に取り組んでいます。 

②収益アップでは、二毛作体系における自給濃厚飼料の低コスト生産技術、 

低コスト・省力的栽培技術の実証展示のほか、県内産粗飼料を活用した乳牛飼料費低減技術等の開発や鶏

の経済能力検定等に取り組んでいます。 

③ゆとりアップでは、先端技術を活用して省力・低コスト・効率的な家畜生産技術の開発、さらに、受胎

率向上、高エネルギー飼料を活用した効率的肥育技術等の開発にも取り組んでいます。 

④やさしさアップでは、脱臭装置の機能改善のための前処理技術・高温対策技術の現地実証等を行って

います。 

⑤適応力アップとして、温暖化の進行に適応する生産技術を開発するため、牛消化管内発酵由来メタン

削減技術、暑熱環境下における豚の生産性向上技術等の開発に取り組んでいます。 

 

当場における令和 3 年度の研究重点方針として、ＩＣＴを活用した効率的な家畜管理に関する技術、地

域資源や水田利活用による飼料作物の栽培調製およびその利用技術、先端技術を活用した家畜改良と生産

性向上に関する技術、臭気対策技術の開発に取り組んでいます。 

試験研究以外では、（一社）家畜改良事業団と協力し、平成 26 年度からゲノミック評価に取り組み、黒

毛和種の改良・選抜を行った結果、能力が飛躍的に向上し、（一社）家畜改良事業団に平成 30 年度後期か

ら令和 3 年度後期において 14 頭が候補種雄牛として選抜されました。 

 

 

家畜の改良増殖を図り畜産振興に寄与することを目的に、第２５回群馬県畜産共進会を開催します。 

本共進会では、群馬県内の生産者が丹精を込めて育てた家畜（山羊・乳牛・和牛）を一同に集め、その理

想的な体型を競います。農家同士が情報交換を行ったり、審査員の評価意見を聞いたりすることで、県内

の家畜改良の現状を把握し、消費者ニーズにあった畜産物の生産に根差した畜産経営の健全な発展を目指

します。 

本年度の開催内容（予定）は以下の通りです。 

   

畜種 日時 場所 

山羊の部 令和３年 ８月２７日（金） 全国農業協同組合連合会群馬県本部 渋川家畜市場内 

乳牛の部 令和３年１０月２０日（水） 群馬県畜産試験場内 

繁殖和牛の部 令和３年１０月２２日（金）    〃 

 

※ 今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、今後開催予定事業も中止を決定させていただ

く場合がございます。 

詳細は本会ＨＰをご覧ください。https://chikusankyokai.or.jp/ 
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全国和牛能力共進会出品対策の状況について 

令和４年１０月６日～１０日の期間で、第１２回全国和牛能力共進会が 

「和牛新時代 地域かがやく和牛力」をテーマに、鹿児島県霧島市・南九州市 

を舞台に開催されます。出品は、全国４１道府県から選抜された種牛２６５頭、 

肉牛１６９頭、特別区２５頭 合計４５９頭が見込まれており、 

本県からは以下の区に出品する計画です。  

【群馬県出品申込区】 

      出品区         出品頭数 

種牛の部  第２区（若雌の１）    １頭 

      第３区（若雌の２）    １頭 

      第４区（繁殖雌牛群）   ３頭１群 

      第５区（高等登録群）   ３頭１群 

肉牛の部  第８区（去勢肥育牛    ２頭 

特別区（高校、大学校）        １頭 

 

群馬県としては過去最多となる６区に出品！！頭数も最多の１１頭の申込です！！ 

 

その出品に向けて、全共の巡回調査を行いました。「肉牛の部」の巡回調査は６月１日～４日に実施し、

交換会にて購買された出品候補牛全２５頭の測尺、去勢の確認を行いました。 

「種牛の部」の巡回調査は６月２５日～７月１６日に実施し、「第３区」出品候補牛を中心に調査いたしま

した。「種牛の部」では、「種牛の部」では、２区(R3.5.7～8.7 生)、３区(R3.2.7～5.6 生)の出品候補牛

を随時募集しております。本県の出品へ向けたご理解ご支援よろしくお願い致します！ 

 

家畜防疫演習の開催について 

本会は、西部農業事務所と共同で令和３年７月２０日（火）に群馬県立富岡実業高校にて西部地域の特

定家畜伝染病防疫演習を開催しました。 

今回の防疫演習では、高病原性鳥インフルエンザの発生に備え、迅速かつ的確な初動防疫体制の強化を目

的としております。 

当日は、熱中症警戒アラートが発表され、大変暑い中、熱中症に気をつけながらの演習となりました。 

昨年度は国内での高病原性鳥インフルエンザが多く発生しました。 

 どこで発生してもおかしくない状況だったこともあり、とても重要な防疫演習になったと思われます。 

巡回調査の様子 

防疫演習の様子 
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本会職員のご紹介 

本県生産者等団体のご紹介 

 今回は、本会が事務受託されている生産者団体のうち、群馬県和牛改良組合連絡協議会について、ご紹介い

たします。 

 

・設 立  平成３年７月１日 

・和牛改良組合とは 

改良に熱心な生産者が集団で「和牛の改良」に取り組むために、全国和牛登録協会の認定を受け責任と自覚

を持って団結し、組合活動として各種事業を積極的に行い、組合内繁殖和牛の能力レベルアップを図り、組合

員の経営安定に資することを目的とします。 

・和牛改良組合に与えられるもの  

全国和牛能力共進会への出品資格や、母牛登録時に基本登録のひとつ上の登録である、本原登録の権利が得

られます。また、群馬県の事業で改良組合対象の補助事業（スーパー受精卵事業）などもあります。 

・群馬県の認定改良組合状況（令和 3 年度） 

   (1)利根沼田和牛改良組合   

   (2)嬬恋村和牛改良組合      

   (3)甘楽富岡和牛改良組合     

   (4)群馬西部和牛改良組合     

   (5)あがつま和牛改良組合    

   (6)群馬東部和牛改良組合         

   (7)JA 前橋市和牛改良組合      

   (8)JA 佐波伊勢崎和牛改良組合    

     (9)北群馬渋川和牛改良組合    

 上記の９つの改良組合が群馬県内にあり、その取り纏め団体が群馬県和牛改良組合連絡協議会であり、研修会

や講演会、共進会など様々な事業を行っています。 

高山村での研修会風景 

本年度の事務局体制変更により、事業統括（管理）となった中村俊治と申します。 

本会の目的である「畜産経営の安定向上と安全で良質な畜産物の生産に貢献し国民生活に不可 

欠な食料の安定供給に寄与する」を果たすためには、「部」という壁を無くして職員間・業務 

間の連携強化とともに、個々の専門性を高めることが重要として事務局体制変更に至りました。 

私の管轄は、総務・労務・人事という、組織運営の基盤です。目立つ業務ではありませんが、 

働き方改革や法人化が進む畜産経営者の支援をする上では経験しておくべき業務であり、 

今後重要度がさらに増すように思われます。畜産協会が必要な組織であり続けられるように 

尽力したいと思います。今後ともよろしくお願い致します。 

本年度より事業統括（肉用牛）を務めさせていただくこととなりました岡部美穂と申します。 

肉用牛部門では和牛登録事業をはじめ、肉牛の価格安定、和牛増頭事業やワクチン事業、 

飼養衛生管理の向上に関する事業等を実施しており、肉用牛を中心に幅広い生産体制の支 

援に取り組んでおります。 

4 月より事務局体制が変更されたことにより、職員間の情報共有や意見交換の場が増え、 

特に生産振興と家畜衛生を一体として進めていける体制が整ってきたように感じています。 

新体制としてスタートしたばかりで私自身まだ未熟なところも多くありますが、職員間の 

連携を強化し、生産者に対しより一層幅広い支援を行っていけるよう努めていきたいと 

考えておりますので、今後とも引き続きよろしくお願いします。 

事業統括（酪農中小家畜）の角橋則孝と申します。 

私が本会に入会当時は、経営診断や調査事業等支援業務が主体で係わってきましたがその後、 

各協会等の団体合併や業務引継ぎにより、家畜衛生、畜産物価格差補てん及び家畜登録業務 

等の部門が増え、多方面からも皆さんと接する機会が増加しています。 

現在の業務では、酪農中小家畜部門となりますが引き続き、畜産機械導入事業や経営調査等 

業務を行っていますのでお気軽にお問合せ下さい。 
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価格安定事業の発動状況 

◆肉用子牛生産者補給金制度 補給金交付状況 （令和３年１月～６月） 

 
※負担金納付猶予牛は交付金額より積立金拠出分を負担金として相殺した金額（４分の３相当額）を交付しています。 

 

◆肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン） 交付金交付状況 （令和３年４月期・５月期） 

 
 

◆肉豚経営安定交付金制度（豚マルキン） 交付金単価について（令和３年度 第１四半期） 
算出期間 令和３年４月から６月まで 

肉豚１頭当たりの標準的販売価格 37,182 円／頭（①） 

肉豚１頭当たりの標準的生産費 33,721 円／頭（②） 

肉豚１頭当たりの交付金単価 
Ü 

（①＞②のため交付なし） 

 

区分 交付単価(円) 交付額(円)
業
対

年
次

期別 黒毛 褐毛 他肉 乳用 交雑
黒
毛

褐
毛

他肉
乳
用

黒
毛

褐
毛

他肉
乳
用

交
雑

7 3 1 ～ 3 第4四半期 774,500 721,900 297,300 249,800 380,500 0 0 22,700 0 0 0 68,100 0 0

4 ～ 6 第1四半期 756,000 666,300 - 246,300 339,000 0 0 - 0 0 0 - 0 0

7 ～ 9 第2四半期 - - -

10 ～ 12 第3四半期 - - -

計 68,100

月次

※他肉（その他肉専用種）はR2年度より算定期間が１年（４月～３月）となりました。

平均売買価格(円)

交付金単価 交付金の額

人数 頭数 （円） 交付金として 積立金から

(人)  (頭) （4/4） 支払う額(3/4) 支払われる額(1/4)

概算払 33,157.4 3,050,477 2,287,855 762,622

猶予 精算払 0

計 3,050,477 2,287,855 762,622

概算払 21,420.5 2,484,776 1,863,578 621,198

猶予 精算払 0

計 2,484,776 1,863,578 621,198

R3.6.28

5月期 乳用種 R3.7.28

92

116

乳用種4月期

交付日期間 品種区分 支払区分

交付対象

納付区分
（頭／円）

市況 

◆渋川家畜市場成績【全農群馬県本部】 （令和３年６月～７月） 

 
 

◆前橋家畜市場取引結果【群馬県家畜商商業協同組合】（令和３年７月） 

 

開催月 性別 取引頭数 高値(円) 安値(円) 平均価格(円) 平均体重(kg) DG Ｋg単価(円)
雌 113 976,800 287,100 681,046 288 1.01 2,358

去勢 140 1,059,300 283,800 782,995 321 1.13 2,436
小計 253 ー ー 737,460 306 1.07 2,403
雌 106 924,000 397,100 655,133 283 1.00 2,309

去勢 147 970,200 447,700 737,965 328 1.17 2,247
小計 253 ー ー 703,260 309 1.10 2,271

6

7

品種 区分 性別 売買頭数 最高値（円） 最低値（円） 平 均（円） 平均体重（kg）

メス 105 749,100 110,000 505,476 143
オス 238 903,100 63,800 593,302 160
メス 2 388,300 333,300 360,800 36
オス 2 419,100 392,700 405,900 49
メス 37 427,900 50,600 293,997 212
オス 28 421,300 165,000 316,643 174
メス 383 433,400 19,140 281,526 82
オス 452 434,500 5,500 335,721 88
メス 5 280,500 236,500 256,740 158
オス 3 126,500 28,600 90,933 106
メス 5 100,100 60,500 76,780 65
オス 203 232,100 8,800 178,043 75

和牛

交雑種

乳牛

スモール

子牛

スモール

子牛

スモール

子牛
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28 連ロータリーパーラー 搾乳時間が 1/4 に 

一般来場者に対する説明掲示 至る所に掲示されている 

生乳を軒先販売する販売機 

カールスホフ牧場内で説明を受ける研修団 

令和元年度畜産海外事情研修（ＥＵ３か国）に参加して ⑥ 

９月２８日ドイツ編（５日目） 

ドイツの中西部、ダルムシュダットの郊外にあるカー

ルスホフ牧場。日本では「酪農教育ファーム」に位置

づけられる酪農家を訪問しました。 

 

経産牛３１０頭、２８連ロータリーパーラー、フリ

ーストール牛舎の酪農家です。１頭当たりの乳量は１

１，３００キロです。家族のほか、３人の海外労働者

（ルーマニア人）、３人の職業訓練生を雇用していま

した。 

日本ではやや先進的な感じもしますが、ドイツでは畜

産業が発電事業を行うのは珍しくなく、バイオガスプ

ラントやソーラーを使った発電をしたり、自家で生

乳を軒先販売したりするなど、環境とコスト面に配

慮した経営を行っていました。 

特徴は、誰でも牛舎に出入りが自由ということで

す。もちろん、踏込消毒槽は設置されていますが、ま

るで動物園のように家族連れで牛を見に来る人たち

がいるということでした。年間３万人も来場するそ

うです。３万人というとちょっとしたアトラクショ

ンでもあるの？と思われるかもしれませんが、その

ようなものはなく、一般的な酪農家にあるものしか

ありません。 

消費者に対し、オープンでいること、いつでも誰か

の目にあり、自分の牛舎を見てもらうことが、酪農業

の理解につながるということ、逆に言えば、消費者に

悪いイメージを与えれば、ドイツの酪農家の姿勢が

問われるといったことにならないとも限りません。

牛舎や育成舎、子牛舎など、どこに行っても整理整頓

がされており、靴で踏み入っても糞がつくことはあ

りませんでした。景観美化ということばではなく、経

営の基本をしっかり行っている結果、美しい牛舎

ができているといった感じでした。 

地域内での模範的な経営を行う一方、一般消費

者に対し酪農業を広く知ってもらうことで、環境

大国ドイツで、風当たりの強い畜産に対する理解

を深めてもらうことに努力をされている一面を垣

間見たように思います。 

近い将来の日本にも同じことが必要となる時代

がやってくるかもしれません。 
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【開催日程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで行こう！ケイバ！南関東４競馬場開催日程 

地方競馬の収益金は畜産の振興に役立っています 

◆オフト伊勢崎 

群馬県伊勢崎市宮子町 3074 

伊勢崎オートレース場 

グリーンスタンド４階 

お問合せ：0270-23-0535 

      今回も「群馬の畜産・みんなの情報室」をお読みいただきありがとうございます。 

      本会の事務局体制変更により、職場の風通しがよくなったように感じます。相変わらず、新型コ

ロナウイルス感染拡大が止まらず、本会の事業実施にも影響が出ていますが、職員間の意見交換の場を増やし、

これまでのやり方に捉われない柔軟さも取り入れながら事業実施に取り組んでいきたいと思います。 

本県の畜産振興に向けて、会員ならび関係機関の皆様におかれましては、今年度も引き続きご指導ご助言いただ

きたくお願い申し上げます。（中村） 

編集後記 

詳しくは南関東４競馬場サイト：http://www.nankankeiba.com/index.html をご覧ください 

◆ＢＡＯＯ高崎 

群馬県高崎市岩押町 12－16 

お問合せ：027-322-5192 
平日、大井、川崎、

船橋、浦和の馬券が

購入できます 

個別モニター付き特別

観覧席で快適な一日を

お過ごしいただけます

ロイヤル席 


